
 

 

 

令和８年度総合防災訓練・石油コンビナート等総合防災訓練の実施について 

 

１ 要旨・目的 

災害対策基本法第 48条の規定に基づく「総合防災訓練」と、岩国・大竹地区石油コンビナート

等防災計画に基づく「石油コンビナート等総合防災訓練」を合同で実施することにより、防災関係

機関相互の緊密な連絡協力体制を確立し、今後の災害対応に万全を図ることを目的に捜索・救助・

救護等の訓練を実施する。 

 

２ 現状・背景 

  「総合防災訓練」は、防災関係機関相互の連携強化の取組の一環として、県内７市と持ち回りで

毎年度実施し、「石油コンビナート等総合防災訓練」は、共催市が、石油コンビナート等防災計画

に位置付けられている場合、「総合防災訓練」と合同で実施している。 

 

３ 概要 

(1) 日時 

令和８年 11月 14日（土）13時 30分～15時 30分 

 

(2) 場所  

東栄緑地（大竹市東栄三丁目） 通称：東栄地区港湾緑地 

 

(3) 参加機関（38機関） 

  自衛隊広島地方協力本部、陸上自衛隊第 13旅団、海上自衛隊呉地方隊、第六管区海上保安本

部、中国地方整備局、岩国地区排出油等防除協議会、航空自衛隊西部航空方面隊司令部、中国

総合通信局、在日米軍基地管理本部、広島県警察本部、大竹警察署、広島県防災航空隊、大竹

市消防、大竹市、広島県 他 
 

(4) 主催 
広島県防災会議、大竹市防災会議、広島県石油コンビナート等防災本部 

 

(5) 訓練想定 

ア 岩国-五日市断層帯を震源とするマグニチュード 7.0の大規模地震が発生し、大竹市内で

「震度６強」を観測した。この地震により、市内各地で建物倒壊等が発生し、死傷者も出て

いる。また、広島岩国道路では、走行中の車両数台による多重衝突事故により、多数の負傷

者が発生している。 

イ 大竹市内の石油コンビナート事業所内において、危険物の漏えいが発生し、危険物施設か

ら危険物が海上へ流出している。 
 

(6) 訓練の特色 

ア 大竹市の地理的条件を考慮し、各機関が連携した陸・空・海からの災害対応活動を実施。 

   イ 石油コンビナート等特別防災区域における災害を想定した訓練を実施。 
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